　　第３学年音楽科学習指導案

　　　　　　　曲のメッセージを感じ取り、より深い表現を探ろう

１　題材の目標

· 作詞者、作曲者のメッセージに心をよせ、その上で、自分の想いを大切にした歌唱表現を工夫する。

２　教　　材

　　　　作詩　谷川　俊太郎　作曲　木下　牧子　　組曲　～地平線のかなたへ～　より　「春に」

３　題材設定の意図

○　生徒は、文化祭での合唱コンクールが終わったばかりである。これまで「歌う」ことを大事にし、クラス合唱、学年合唱などリーダーを中心とした合唱活動に自然に取り組んできた。みんなで協力しながら、美しい表現に到達する難しさを乗り越えて、全員が１つの有機体として表現できる喜びや楽しさを、徐々に感得している。そして、最上級生となった今、それが生徒の母体集団である、学級や学年、学校全体の人間関係の構築や、集団の良い方向でのエネルギーを生み出すことを感じ始めている。

　　また、さまざまな教材を通じて、曲には、必ず作者の意図が含まれていること。それを楽譜から読み取り、想

像し、より自分の気持ちをのせた表現を工夫することの大切さを学習してきた。少しずつではあるが、そのことのおもしろさを感じ始めている生徒も増えてきている。

○　「春に」は、中学生が必ず好きな合唱曲に掲げる１曲である。あえてこの曲をクラスの自由曲に選ばせず、全

員が歌う教材にしたのは、以下の意図がある。

詩や曲の内容、構成が中学生の心情にぴたりとくること。生徒は、２年生４月に国語の授業でこの詩について

学んでおり、春に抱くあこがれやわくわくした気持ちと、なんともいえないもどかしい想いがいりまじる感覚は、思春期の揺れ動く感情と重なって、生徒たちの心を吸い寄せるようである。その言葉を自然に運んでくれるメロディーと曲の構成は、あまずっぱいりんごがすぐ手に届くような高さにあるような感覚であろう。だれもが、一度は歌ってみたいと思う曲である。その「この曲が好き」「何となくいい」というレベルから１歩踏み込んで、より詩の内容を生かす表現が、楽譜をしっかりと見ることで工夫できる教材になりうると考えた。

次に、今までクラス単位での響きを主に追究してきたが、３年も後半になり、いよいよ中学生生活の集大成を

迎える。学年の響きをしっかりとまとめあげ、後輩に歌声の伝統を残すためにも、合同授業を組み、卒業時に３年間の想いと、旅立ちのとまどいと希望やあこがれを歌い上げる曲の一つとして、この曲を選んだ。

○　題材の目標を達成するために、２つのアプローチの仕方を考えた。一つは、詩の内容について、2年時の国語の授業で扱われたことを参考にしながら、この詩の魅力についてもう一度考えさせること。

もう一つは、その詩につけられたメロディーや表情記号、強弱記号などの変化を探ることにより、作曲者の意

図を感じ取ることである。そのことにより、楽譜という限られた地図の中で、案外たくさんの道案内が出ていることに気づき、またその上で楽譜に書けない部分をさまざまな想像力を働かせて考え、自分の想いをのせていくおもしろさが味わえるのではないかと考える。

音楽科の目標にもある、「音楽に対する感性を豊かにする」とは、美しいものへのあこがれに通じるものではな

いだろうか。この３年間、そのことを念頭におきながら、まずは、授業の正常な運営をめざし、授業規律の確立に取り組んだ。その上で、自己表現することのすばらしさ、コミュニケーションの大切さ、調和する美しさを生徒に訴えてきた。今回この題材に迫ることで、今後も「見えないものを見る」教科として、義務教育最後の音楽の授業を通してどんな生徒を育てていきたいか。もう一度意識を新たにしたいと考えている。

４　題材の評価規準

①　曲のメッセージを探ることに興味を持ち、積極的に活動にかかわることができる。　　　　　 　（観点１）

②　詩や曲想から表現のポイントをつかみ、表現を工夫することができる。　　　　　　　　　　 　（観点２）

③　曲のメッセージを感じ取りながら、音程、強弱、表情記号を意識して歌唱することができる。 　（観点３）

５　指導計画・評価計画

	次
	目　標
	時
	○主な学習内容　・活動
	具体的な評価規準
	方法・ポイント

	第一次
	作詞者、作曲者のメッセージを探る
	１

２

３

本時


	○曲の鑑賞

・曲についてのアンケート

○音程の定着

○詩の魅力を味わう

○強弱記号、表情記号の意図の理解

・2クラス合同授業の設定


	・楽譜から読み取れることに興味を持ち、意欲的に活動にかかわろうとしている。

（観点１）

・詩の魅力や、曲の雰囲気を感じながら、表現を工夫する。

　　　　　　　　（観点２）
	[観察]

話を聴く集中度

[記述]

アンケート

[観察]

パート練習、

全体練習での

表情

	第二次
	曲のメッセージを感じ取り、その上に自分の

想いをのせた表現を工夫する。
	４


	○ハーモニーの安定

○自分たちの想いをのせた表現の工夫

○全体としての表現の工夫
	・音程、強弱、表情記号に留意して、気持ちのこもった

歌唱ができる。

（観点3）
	[観察]

パート練習、

全体練習での

表情、表現


６　本時の学習

（1） 教　材　

　作詩　谷川　俊太郎　作曲　木下　牧子　組曲　～地平線のかなたへ～　より「春に」

（2） 目　標

・　詩の内容や強弱記号の移り変わりから、作詩者、作曲者の想いを探る

（3） 学習過程

	○学習内容　・活動
	教師の働きかけ
	具体的な評価規準
	方法

ポイント

	○合唱の雰囲気をつくる

· 黙想、ストレッチ

· 呼吸、発声練習

· 既習曲の合唱

○本時の目標を知る


	・緊張感をとき、スムーズに活動に入っていけるように雰囲気作りをする。

・クラスの響きが融合するように声かけをしていく。


	・楽譜から読み取れることに興味を持ち、意欲的に活動にかかわろうとしている。（観点１）
・詩の魅力や、曲の雰囲気を感じながら、表現を工夫しようとしている。　

（観点２）

	[対話]

発言

発表

[観察]

表情

演奏

	
作詞者、作曲者の想いを、楽譜から探って


みよう
	
	

	○前時にとったアンケートから、

　この曲の魅力を考える

○詩と旋律、強弱記号、表情記号との関連を知る。

○パート練習で、表現の工夫を

　してみる。

・リーダーを中心に練習する。

○全体練習で、曲の流れを

　つかむ

○次時の予告
	・詩の内容や旋律、曲の山場など生徒が魅力に感じていることを中心に話をすすめる。

・曲の強弱記号、表情記号、音の動きは必ず作者の意図や想いがあることを押さえる。

・ポイントをしぼって話をすすめる。

・言葉や、強弱、表情に気をつけたパート練習ができるように配慮する。

・細かい点は気にせず、全体のエネルギー

の流れをどの方向に持っていくかという観点でおおまかな曲の流れを指導する。

・今日考えたこと、理解したことをもとに、次は自分たちの想いがこもった合唱ができるように意欲を持たせる。
	
	


７　生徒の活動の様子

○　生徒は、中国・四国規模の大きな研究大会であることを、随分前から意識していたが、当日は、いつもと違う講堂での授業、しかも２クラス合同ということもあり、多少緊張していた。しかし、ウォーミング・アプや発声練習などいつものメニューが始まるとすぐに表情が和み、指導者の意図をよく理解してリラックスの中にも真剣なムードで授業ができた。直前に全校生徒による合唱集会を終えていたこともあり、自然な形で授業が進められたと考える。特に、今回の授業の主題である作曲者の意図を探る部分になると本当に真剣に話に聞き入り、また、作詩者のメッセージを読んだ後での先生方に入っていただいての合唱は、生徒たちもかけがえのない経験であったと考えている。まさに今回の中学校部会の主題である「輝く瞬間をもとめて」そのものであったと自負している。

８　今回の成果と今後の課題

· 　１年時より、さまざまな楽曲を通じて、詩や曲の作り方、強弱記号や表情記号には、必ず作者の意図があること。それを楽譜から読み取り、自分の感情や想いをのせ表現方法を工夫することの大切さを教えてきた。今回はその集大成のつもりで授業を仕組んだ。今回の授業は、１昨年２月、昨年７月の題材、教材の異なる研究授業の仕込みのあと指導方法も２つの授業で成功した部分を合わせるという工夫をして臨んだ。しかしながら自分としては精一杯の題材に対する指導方法であったが、もっと効果的なアプローチの仕方があったのではなかったのかと反省している。また、授業後の研究協議の時間にももっと「私ならこうする」というご意見を伺いたかったと思っている。

　　　研究授業のあと全学級で同じ指導を組み、現在はそれをさまざまに深化させている段階である。接するどの教材に対しても、生徒の詩に対する関心や、楽譜に対する洞察力はあきらかに変化してきた。やはり３年生という時期もあるが、物事の本質をとらえようとする意識が今回の授業の仕組みをきっかけに芽生えてきたのではないかと思う。

○　　一口に表現といっても実際にその表現をどう導きだすか。という教師の工夫と仕組みが、３年間の年間指導計画の中でしっかりと段階を経て構築されていないと「生徒の表現力がない」という一言で教師の言い訳と化してしまう。そのことに陥ってしまわないためにも教師は日々自分の指導計画を見直し、指導技術を磨き、できるだけ自分の授業をオープンにし客観的に授業を第三者に見てもらうことが必要であると考える。その上で

　　　自分の甘い点、自己満足に終わっている部分、人間性も含めて検証しなおす謙虚な姿勢を持つべきである。

　　　そのためにも、1校音楽教師ひとりという現実を考え、お互いに情報交換でき、授業を見せ合い、悩みを言い合い、歯に衣ぎせぬ討論ができるだけのネットワークが必要なのではないかと思う。

　　　子どもたちは、それぞれの家庭の宝物であり、学校の主人公であり、社会の希望の星である。その大切な存在に日々接することができる我々教師は幸福であり、また、子どもたちにたいしても常に畏敬の念をもつべきである。だからこそ、厳しくも暖かい指導が必要になるのである。私達が忘れてはならないのは、「音楽を教える」のではなく、「音楽を教えることによってどのような生徒を育てるか」という観点であろう。そのためにも音楽科としてのスタンスや存在意識をしっかりと確立して、自信を持って日々の授業を大事にしていきたいと考えている。

おわりに

　　今回の機会を得て、私達の音楽科に対する考え方、中学校での音楽科のあり方、また、こうして２名の者の実践指導案を紹介させていただきました。まだまだ未熟であり、お恥ずかしい研究でございます。ぜひご覧になった先生方に忌憚のないご意見をいただきたいと思いますし、いつでも授業は公開させていただきます。お気軽にご連絡いただき、ご一緒に勉強させていただきたいと存じます。どうぞよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

